
秋田市役所
福祉保健部長寿福祉課
地域包括ケア担当
保健師 山内 真弓

認知症の人と家族が安心して暮らせるまちづくりを目指して
～秋田市のこれから～

令和７年度秋田市地域包括・在宅介護支援センター連絡協議会研修会

令和７年１２月１２日（金）
秋田県ゆとり生活創造センター遊学舎 会議室



本日の講義内容

・秋田市の概要

・行政の動向

・秋田市の認知症高齢者対策



秋田市の概要



秋田市の状況

総人口と年齢３区分別人口の推移

（出典：秋田市人口ビジョン（令和３年3月改訂版））

※ 年少人口：15歳未満、生産年齢人口：15歳以上65歳未満、老年人口：65歳以上



秋田市の状況

高齢化率の推移

地域包括ケア「見える化」システムより
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秋田市の状況

地域包括ケア「見える化」システムより

サービス系別の受給率
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行政の動向



これまでの認知症施策

平成２７年

「新オレンジプラン」策定

平成３０年１２月

「認知症施策推進関係閣僚会議」設置

令和元年６月

「認知症施策推進大綱」決定

令和６年１月

「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」施行

・認知症の人の意思を尊重
・自分らしく暮らし続けることが出
来る社会の実現に向けた取組

政府一体となって総合的に対策
を推進する



認知症施策推進大綱

令和元年６月

「認知症施策推進大綱」

【基本的考え方】

認知症の発症を遅らせ、認知症になっても希
望を持って日常生活を過ごせる社会を目指し認
知症の人や家族の視点を重視しながら「共生」
と「予防」を車の両輪として施策を推進



認知症施策推進大綱

① 普及啓発・本人発信支援

② 予防

③ 医療・ケア・介護サービス・介護者への支援

④ 認知症バリアフリーの推進・若年性認知症の
人への支援

⑤ 研究開発・産業促進・国際展開

具体的な施策の５つの柱具体的な施策の５つの柱



認知症施策推進大綱

普及啓発・本人発信支援
〈主な内容〉
○認知症サポーター

・企業・職域でのサポーター養成講座の拡充

・サポーターの養成＋地域の支援ニーズとつなぐ仕組みの強化

○認知症本人からの発信機会の拡大

・「認知症とともに生きる希望宣言」等の更なる展開

・ピアサポートの支援の推進 等

令和６年１月１８日
秋田県に「あきたオレンジ大使」が
誕生しました。

HP：美の国あきたネットより



認知症の人が尊厳を保持しつつ希望を持って暮らすことが出来るよう、認知症施策を総
合的かつ計画的に推進
→認知症の人を含めた国民一人一人がその個性と能力を十分に発揮し、相互に人格と
個性を尊重しつつ支え合いながら共生する活力のある社会（＝共生社会）の実現を推進

目的目的

① 認知症の人に関する国民の理解の増進等
② 認知症の人の生活におけるバリアフリー化の推進
③ 認知症の人の社会参加の機会の確保等
④ 認知症の人の意思決定支援及び権利利益の保護
⑤ 保健医療サービス及び福祉サービスの提供体制の整備等
⑥ 相談体制の整備等
⑦ 研究等の推進等
⑧ 認知症の予防等

基本的施策基本的施策

共生社会の実現を推進するための
認知症基本法 （概要）令和6年1月1日施行



これまでの認知症観 新しい認知症観
⓵他人ごと、目をそらす、先送り

⓶認知症だと何もわからない、できなくなる

⓷本人は話せない/声を聞かない

⓸おかしな言動で周りが困る

⑤危険重視

⑥周囲が決める

⑦本人は支援される一方

⑧認知症は恥ずかしい、隠す

⑨地域で暮らすのは無理

⑩暗い、萎縮、あきらめ、絶望的

⓵わがごと、向き合う、備える

⓶わかること、できることが豊富にある

⓷本人は声を出せる/声を聞く

⓸本人が一番困っている
本人なりの意味がある

⑤あたりまえごと（人権）重視
自由と安全のバランス

⑥本人が決める（決められるように支援）

⑦本人は支え手でもある。支え-支えられる関係

⑧認知症でも自分は自分、オープンに

⑨地域の一員として暮らし、活躍

⑩楽しい、のびのび、あきらめずに、希望を

認知症地域支援推進員活用ガイド２０２３年３月版をもとに秋田市が作成

認知症基本法に基づく取組
新しい認知症観の普及



秋田市の認知症高齢者対策





～認知症高齢者の増加に対応するために～

認知症初期集中
支援チーム

初期支援を行う
医師等のチーム

秋田市の認知症高齢者対策①

目的

認知症専門医による指導のもと、看護師や精神保
健福祉士がチームを組み、認知症が疑われる人や認
知症の人、およびその家族を訪問し、家族支援等の支
援を集中的に行う。

実施主体
医療法人久盛会へ業務委託
認知症疾患医療センター内スタッフでチームを稼働

チーム員
医師（認知症専門医） １名
医療系職員（看護師） １名
介護系職員（精神保健福祉士） ２名



～認知症高齢者の増加に対応するために～秋田市の認知症高齢者対策①-2

認知症初期集中支援チーム実績

年度 チ－ム数 対象者 非対象者 計

２年度 １ ８ ２ １０

３年度 １ ５ ２ ７

４年度 １ ９ １ １０

５年度 １ ６ １ ７

６年度 １ １ ３ ４

７年度 １ ２ ２ ４

令和６年度以降情報交換を行った地域包括支援センター

中通、東通・広面、勝平・新屋、御所野、雄和、外旭川、土崎、飯島、下新城



認知症地域
支援推進員

認知症になっても生活
が継続できるように
地域づくりを推進

秋田市の認知症高齢者対策②

○ 認知症地域支援推進員の配置

委託型地域包括支援センター１８か所に配置

○ 認知症地域支援推進員の活動内容

１ 認知症の相談対応等に係る専門的アプローチ
２ 地域課題の把握と地域資源の創出
３ 認知症の知識の普及啓発
４ 認知症ケア向上のための地域づくり
５ 認知症サポーター活動促進のための地域づくり



認知症
サポーター
養成講座

サポーター数
30,654人
R7.3.31現在

認知症に関す
る正しい知識
の普及

（秋田市長寿福祉課事業）

～認知症の正しい知識の普及・集いや相談の場～

認知症
カフェの
運営支援
(市：２０か所)

認知症の方や
家族が集い、
情報交換や相
談ができる場
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秋田市の認知症高齢者対策③



～認知症の人への見守り

あんしん
見守り
協定

（締結事業所
３０か所）

民間事業者と
協定を締結し、
異変発見時に
通報する

さがして
ネット
ワーク

（警察が主体）

登録事業所に行
方不明者の情報
を提供し、

捜索依頼をする
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秋田市の認知症高齢者対策④



～認知症高齢者の増加に対応するために～

認知症
ガイドブック

相談先や対応の仕方を
まとめた冊子

秋田市版チーム
オレンジ（設置予定）

認知症の人とその家族に
応じたサービスの提供

秋田市の認知症高齢者対策⑤



秋田市の認知症高齢者対策⑥
秋田市版チームオレンジの詳細

秋田市版チームオレンジの詳細



秋田市の認知症高齢者対策⑦
令和７年度の取組（聞こえとからだの健康度チェック①）



秋田市の認知症高齢者対策⑥
秋田市の認知症高齢者対策⑧

令和７年度の取組（聞こえとからだの健康度チェック②）



秋田市の認知症高齢者対策⑨
令和７年度の取組（聞こえとからだの健康度チェック③）
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男性
45

女性
101

聞こえとからだの健康度チェック

男女別参加者数

男性 女性
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50代 60代 70代 80代 90代

聞こえとからだの健康度チェック

年代別男女別参加者数

男性 女性

参加者内訳詳細

性 別 50代 60代 70代 80代 90代
男性 45 0 12 21 7 5
女性 101 2 14 57 25 3
合 計 146 2 26 78 32 8

参加者の内訳



秋田市の認知症高齢者対策⑩
令和７年度の取組（認知症の本人への支援）
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ケアマフの会「カミツレ」の会の紹介

認知症マフとは

手を入れて、ふんわりほっこり筒状のニット
イギリスで認知症高齢者のケアのために筒状のニット製品が使われています。

秋田市の認知症高齢者対策⑪
令和７年度の取組（認知症支援団体へのサポート）



秋田市の認知症高齢者対策⑫
令和７年度の取組（認知症疾患医療センターとの連携）

市立秋田総合病院秋田県認知症疾患医療センターとの情報交換会

令和７年１１月７日（金） 市立秋田総合病院にて



秋田市の認知症高齢者対策⑬
令和７年度の取組（認知症月間の普及・啓発）

オレンジガーデニングプロジェクト 河辺図書館



～認知症高齢者の増加に対応するために～秋田市の認知症高齢者対策⑭

設置目的

認知症の人ができる限り住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、医療と介護の
連携強化など地域における認知症支援体制の構築を図る。

委員構成

医師会、歯科医師会、薬剤師会、認知症疾患医療センター、看護協会、作業療法士会、
弁護士会、秋田大学、警察、民生児童委員、老人福祉施設連絡協議会、

認知症グループホーム連絡会ケアパートナーズ、介護支援専門員協会、地域包括・在宅
介護支援センター連絡協議会、認知症の人と家族の会

開催状況（年２回 ７月、２月に開催）
○令和７年度
・令和７年８月２５日（月）
議事：認知症早期対応体制整備促進事業について

認知症チームオレンジの取組状況について
・令和８年２月開催予定

秋田市認知症施策検討委員会



秋田市の認知症高齢者対策⑮

令和７年度 認知症関連の講話依頼一覧

令和７年度 認知症関連の認知症関連の協議会出席一覧

日付 研修会名

1 令和７年６月２８日（土） エーザイ株式会社主催　認知症市民公開講座

2 令和７年７月８日（火） 秋田行政相談委員女性の会自主研修会

3 令和７年７月１１日（金） 秋田大学医学部保健学科看護学専攻実習オリエンテーション

4 令和７年９月１２日（金） 秋田サンサン会勉強会

5 令和７年１１月７日（金） 市立秋田総合病院との情報交換会

6 令和７年１１月１３日（木） 日本赤十字東北看護大学　大学院生講義

7 令和７年１１月２１日（金） 秋田大学医学部保健学科看護学専攻（保健師）実習オリエンテーション

8 令和７年１１月２８日（金） ケアパートナーズ研修会

9 令和７年１２月１２日（金） 地域包括・在宅介護支援センター連絡協議会研修会

日付 協議会名

1 令和７年７月８日（火） 市立秋田総合病院秋田県認知症疾患医療センター 第13回認知症疾患医療連携協議会

2 令和７年７月１６日（水） 秋田緑ヶ丘病院秋田県認知症疾患医療センター 第19回認知症疾患医療連携協議会



最 後 に



誰もが

認知症になっても

安心して

望む生活ができるまち

を目指して

具体的にはどのような
まちだといいのか




